
中
国
の
新

政
ごム
，ロ

し
し、

実務的な内政・外交を展開

今

回
の

十
一

全

大

会
は
、

四

人

組

批

判
の

下

で

の

華
・

郵

体

制
の

集

合

的

再

編
と

み

る

こ

と

が

で

き

よ

う
。

こ

の

新
し
い

政

治

体

制
は

「

現

代

化
」

へ

の

潮

流

を

政

策

の

基

調
と

し
て

お

り
、

今

後
の

中

国
の

内

政
、

外

交
は
、

よ

り

政

策

的
、

実

務

的
に

展

開

さ

れ

る

も
の

と

思
わ

れ

る
』

「
今
回
の
党
大
会
は、
わ
れ
わ
れ
の
偉
大
な
指
導
者・

教
師
毛
沢
東
主
席
の
死
去
後、
わ
が
党
が
王
洪
文、
張
春

橋、
江
背、
挑
文
元
四
人
組
反
党
集
団
粋
砕
の
伴
大
な
勝

利
を
勝
ち
とっ
た
状
況
の
も
と
で
聞
か
れ
た。

皆
は
気
持
ち
が
の
び
の
び
し、
思
う
存
分
に
発
言
し、

会
識
は
生
き
生
き
と
し
て、
生
気
あ
ふ
れ
る
．穿
囲
気
の
な

か
に
進
め
ら
れ、
わ
が
党
の
す、ぐ
れ
た
伝
統
と
す．ぐ
れ
た

作
風
を
発
揚
し
た。」
（
十一
全
大
会
新
聞
公
報、
一
九
七

七
年
八
月）

「
今
回
の
大
会
は、
林
彪
反
党
集
団
を
粉
砕
し、
党
の

第
九
回
全
国
代
表
大
会
の
路
線
が
偉
大
な
勝
利
を
収
め、

国
内
外
の
情
勢
が
非
常
に
す
ば
ら
し
い
と
い
う
状
況
の
も

と
で
開
か
れ
た。

‘ ， 

代
表
た
ち
は、
：：：
わ
が
党
が
栄
え、
発
展
を
遂
げ
て

お
り、
革
命
事
業
の
継
承
者
が
す
で
に
宵っ
て
お
り、
マ

ル
ク
ス
主
義・
レ
1ニ
ン
主
義・
毛
沢
東
思
想
の
基
礎
の

上
に
揺
る
ぎ
な
く
団
結
し
て
い
る
と
と
を
十二
分
に
示
し

て
い
る、
と
感
動
し
て
語っ
て
い
た
よ
（
十
全
大
会
新
聞

公
報、
一
九
七
三
年
八
月）

「
今
回
の
大
会
は、
毛
主
席
の
親
密
な
戦
友・
林
彪
副

主
席
が
主
宰
し、
：：：
毛
主
席
が
自
ら
起
ζ
し
指
導
し
て

い
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
大
革
命
が
偉
大
な
勝
利
を
収
め

た
と
き
に
聞
か
れ
た。

代
表
た
ち
は・・・・・・
わ
が
党
の
と
れ
ま
で
に
見
ら
れ
・な
か

っ
た
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の
活
気
と、
と
れ
ま
で
に
見
ら
れ

な
かっ
た
革
命
的
団
結
を
力
強
く
表
し
て
い
る、
と
語つ

24 
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中
i鳴

嶺

雄

た。」
（
九
全
大
会
新
聞
公
報、
一
九
六
九
年四
月）

全：

�l 

華
・

郵

体

制
の

再

編

注
目
の
中薗
共
産
党
第一
一
回
全
国
代
表
大
会
が
去
る

八
月
十
二
白
か
ら
十
八
日
ま
で
北
京
で
開
催
さ
れ、
北
京

政
変
以
来
の
政
治
的・
組
織
的
空
白
が
埋
め
ら
れ
て、
中
国

は
新
し
い
政
治
体
制
を
編
成
し
た。
文
化
大
革
命
以
来、

一
九
六
九
年
の
九
全
大
会
が
毛・
林
体
制
の
形
成
（
林
彪

が
政
治
報
告）、
七
三
年
の
十
全
六会
が
林
彪
批
判
の
も

と
で
の
潮
流
と
反
潮
流
の
妥
協
（
周
恩
来
が
政
治
報
告）

で
あっ
た
の
に
対
し
て、
今
回
の
十一
全
大
会
は
「
四
人

組」
批
判
の
も
と
で
の
議・
郵
体
制
の
集
合
的
再
編
（
護

国
鋒
が
政
治
報
告）
だ
と
見
る
ζ
と
が
で
き
よ
う。
つ
ま

り
「
四
人
組」
と
い
う
共
通
の
敵
に
出
会っ
た
が
ゆ
え
に

今
日
の
中
国
内
政
の
が
奇
跡d
が
妥
協
的
に
現
実
化
し
た

の
で
あ
る。

19刀.9.6
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Ill期
小中
平央、
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そ
し
て、
今
回
の
大
会
は、
文
化
大
革
命
の
終
罵
と
文

革
的
論
理
か
ら
の
決
別
を
明
ら
か
に
し
た
大
会
で
も
あっ

た。
い
ま、
ζ
と
に一
九
六
九
年
四
月
の
文
化
大
革
命
の

勝
利
を
た
た
え
た
九
全
大
会
の
諸
文
献
が
あ
る
が、
そ
の

新
聞
公
報
に
よ
る
と、
「
偉
大
な
指
導
者
毛
主
席
と
そ
の

親
密
な
戦
友・
林
彪
副
主
席
の
名
が
読
み
上
げ
ら
れ
た
と

き、
満
身
に、
し
ば
し
鳴
り
や
ま
ぬ
胤
の
よ
う
な
拍
手
が

わ
き
起
ζっ
た」
と
い
う。
と
の
と
き
の
大
会
で
主
席
台

の
前
列
に
並
ん
だ
の
は、
林
彪
の
ほ
か、
周
恩
来、
陳
伯

達、
康
生、
江
古、
張
容
橋、
挑
文
元、
謝
富
治、
策
永

勝、
兵
法
態、
楽
群、
迂
東
興、
温
玉
成
の一
二
人
で
あ

っ
た。あ

れ
か
ら
八
年
余、
中
国
の
政
治
舞
台
に
残っ
て
い
る

の
は
迂
東
興
た
だ一
人
で
あ
る。
つ
ま
り、
林
彪、
陳
伯

達、
そ
れ
K
江
背、
挑
文
元、
彊
呑
橋、
王
洪
文
と
文
化

大
革
命
の
中
心
的
な
担
い
手
が
すべ
て
打
倒
さ
れ、
悪
し

ざ
ま
に
の
の
し
ら
れ
る
よ
う
に
なっ
て、
な
お
文
化
大
革

命
の
勝
利
を
語
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
深
刻
な
矛
盾
を

議
国
鈴
主
席
は
今
回
の
政
治
報
告
で
自
ら
認
め
て、
「一

一
年
に
わ
たっ
た
わ
が
国
の
第一
次
の
プ
ロ
レ
タ
p
ア
文

化
大
革
命
は
『
四
人
組』
粉
砕
を
標
設
と
し
て
勝
利
の
う

ち
に
訴
を
閉
じ
た
こ
と
を
宣
言
し
た」
と
述べ、
実
質
的

に
は
文
化
大
革
命
か
ら
の
決
別
を
明
白
に
意
思
表
示
し
た

の
で
あっ
た。

だ
が、
と
の
よ
う
な
決
断
は、
い
か
に
「
凶
人
組」
打

倒
を
すべ
て
の
標
識
に
し
て
諮
ら
れ
て
い
る
と
と
はい
え

苦
渋
に
満
ち
た
も
の
で
あ
る。
冒
頭
の
引
用
が
示
す
よ
う

に、
今
回
を
含
め
て
過
去
三
回
の
党
大
会
で
中国
共
産
党

は、
い
ず
れ
も
ま
た
た
く
問
に
反
故
に
な
る
よ
う
な
政
治

文
書
を
連
ね
て
き
た
の
で
あっ
た。
大
会
ど
と
に
党
規
約

が
改
変
さ
れ、
や
が
て
溜
法
が
改
変
さ
れ
る
の
で
あ
る
が、

ζ
の
よ
う
な
現
尖
は、
党
規
約
や
憲
法
が、
党
と
国
家
の

運
営
の
規
範
と
し
て
存
在
す
る
の
で
は
な
く、
不
断
の
党

内凶
争
の
結
果、
常
に
懇
意
的
に
無
視
さ
れつ
づ
け
て
き

た
と
と
の
追
認
で
し
か
ない。

1977. 9. 6 

「
現
代
化」
を
基
本
政
策
に

ζ
の
よ
う
な
矛
盾
に
直
面
し
つ
つ
も、
今
回
の
大
会

は、
す
で
に一
九
七
五
年
の
杭
州
事
件
な
ど
に
発
露
し
て

い
た
中
国
社
会
現
代
化へ
の
潮
流
を
党
の
基
本
政
策
と
し

て
と
り
入
れ、
「
農
業、
工
業、
国
防、
科
学
技
術
の
四

つ
の
現
代
化」
を
党
規
約
の
な
か
に
明
示
し
て、
中
国
が

い
よ
い
よ
本
絡
的
な℃
業
化、
社
会
主
義
建
設
に
泊
予
し

よ
う
と
し
て
い
る
と
と
を
立
言
し
た
重
要
な
大
会
で
あっ

た。
ζ
の
よ
う
な
内
政
の
基
調
は、
一
九
七
五
年一
月
の

第
四
期
全
国
人
民
代
ポ
大
会
で
の
周
恩
米
政
治
報
告
や、

同
年
五以
降
に
部
小
平
氏
ら
が
作
成
し
た
J一
大
綱
領H

（
「
総
綱
論」
「て
業二
O
条」
「
科
学
院
提
綱」）
を

全
面
的
に
継
放
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り、
い
わ
ば
脱t

文
革へ
の
潜
在
的
潮
流
を
政
策
化
し
た
も
の
だ
と
い
え
よ

。p円ノ
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だ
と
す
れ
ば、
こ
の
よ
う
な
政
策
必
調
は、
当
然
「
毛

沢
東
思
想」
相
対
化へ
の
衝
動
を
伴
うべ
き
も
の
で
あ
ろ

う。
だ
が
今
回
の
党
大
会
は、
前
回
の
十
全
大
会
が
グ
毛
25 



万
雷
の
拍
手
で
新
指
導
泌
を
迎
え
る
大
会
代
表
た
ち

中
開
通
信

沢
東
以
後H
へ
の
配
慮
か
ら
毛
主
席
個
人
の
位
置づ
け
を

行
わ
な
かっ
た
の
に
比
し
て
大
き
く
状
況
を
異
に
し
て
い

た。
す
な
わ
ち、
今
回
は
撃
国
錦
政
治
報
告
が
毛
主
席
個

人
の
意
思
や
指
示、
感
情
（「四
人
組」
や
そ
の
妻、
江
青

夫
人へ
の
感
情）
に
よっ
て
中
国
政
治
の
すべ
て
が
決
定

さ
れ
るべ
きと
と
を、
積
極
的
に
肯
定
し
た
ば
か
り
か、

新
し
い
党
規
約
の
中
に
も
毛
主
席
個
人
の
偉
大
さ
が
持
き

込
ま
れ
た
の
で
あっ
た。

と
の
と
と
は
結
局、
「
あ
な
た
が
や
れ
ば、
私
は
安
心

だ」
と
い
う
毛
主
席
の
言
葉
を
自
己
の
正
統
性
の
最
大
の

護
身
符
に
し
て
い
る
華
国
錦
主
席
そ
の
人
の
位
置
を
物
語

っ
て
お
り、
中
国
社
会
現
代
化へ
の
政
策
基
調
が
目
指
す

も
の
と
は
大
き
く
矛
盾
す
る
方
向
だ
と
い
わ
ざ
る
を
得
な．

ぃ。
そ
れ
だ
け
に
華
国
鋒
主
席
は、
毛
沢
東
神
話
の
崩
壊

を
柏
極
的
K
防
止
し、
そ
れ
を
さ
ら
に
補
強
す
る
ζ
と
に

よっ
て
自
己
の
地
位
の
安
全
を
期
そ
う
と
し
て
い
る
よ
う

に
恩
わ
れ
る。

の吃ム告リ

十一
全
大
会
は、
中
国
の
新
し
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

確
定
し
た。
－な
か
で
も、
党
中
央
政
治
局
常
務
委
員
会
を

護
主
席
と
四
人
の
副
主
席
（
葉
剣
炎、
郵
小
平、
李
先
念、

在
東
興）
に
限
定
し
て、
最
高
政
策
決
定
機
関
の
機
能
化

を
図っ
た
ζ
と
は、
今
後
の
中
国
内
政・
外
交
が
よ
り
政

策的・
実
務
的
展
開
を
遂
げ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
だ
け
に、

注
目
に
値し
よ
う。

だ
が、
郵
小
平
再
復
活
の
経
緯
が
明
白
に物
語っ
て
い

た
よ
う
K
（
と
の
点
に
つ
い
て
は、
拙
稿
「
郵
小
平
氏
再

登
場
の
重
大
な
意
味」
1
「
世
界
週
報」
一
九
七
七
年
八

月
九
日
号
1
参
照）、
今
回
の
新
体
制
は、
護
国
鋒、
証

東
興
ら
文
革
派
非
上
海
グル
ー
プ
・な
い
し
は
「
四
人
組」

以
外
の
毛
沢
東
側
近
と
部
小
平
を
頭
と
す
る
四
実
権
派
1

「
走
資
派」
勢
力
と
の
政
治
的
妥
協
に
よっ
て
再
編
成
さ

れ
た
も
の
を
見
ざ
る
を
得
な
い。

と
の
場
合、
禁
剣
英、
李
先
念
両
副
主
席
ら
の
周
思
来

系
統
の
実
務
派
長
老
が
両
者
の
調
愁
役
に
なっ
て
い
る
と

と
も
ほ
ぼ
明
白
で
あ
る。
と
く
に、
撃
国
鋒
主
席
と
問
機

に
特
務
公
安
関
係
の
重
鎮
で
あ
り、
北
京
政
変
の
帰
趨
の

カ
ギ
を
握っ
て
い
た
庄
東
輿
氏
が
副
主
席
に
昇
格
し、
同

時
に
彼
は
党
中
央
弁
公
庁
主
任
を
米
ね
て
党
内
の
実
務
を

掌
握
し
て
い
ると
と
の
窓
味
は
大
き
い
で
あ
ろ
う。

2& 世界週報

華・迂コンビ
と
う
し
た
慈・
庄コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
補
強
し
て
き

た
の
は、
北
京
市
長
の
呉
徳
（
北
京
市
党
委第一
3
記）、

首
都
民
兵
総
指
揮
の
侃
志
福
（
北
京
市
党
委
第
二
書
記）

ら
で
あ
り、
彼
ら
は
同
じ
く
北
京
政
変
に
貢
献
し、
今
回

い
ず
れ
も
政
治
局
K
地
位
を
占
的
た
の
で
あっ
た。
「
四

人
組」
の
基
盤
で
あっ
た
上
海の
工
作
に
重
要
な
役
割
を

演
じ
た
蘇
援
護
海
軍
第一
政
治
委
員
や
彰
沖
上
海
市
党
委

第
三
書
記
の
政
治
局
入
り
と
と
も
に
グ
撃
国
鋒
人
事d
と

も
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
る。
以
上
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
を
護

国
鋒
グ
ル
ー
プ
と
いっ
て
よ
い
で
あ
ろ
う。

1977. 9. 6 
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と
れ
に
対
し
て
郵
小
平
グ
ル
ー
プ
は、
許
世
友
広
州
部

隊
司
令
を
は
じ
め、
意
国
情
広
州
部
隊
政
治
委
員
ら
の
箪

の
中
堅、
余
秩
里
国
家
計
画
委
主
任、
方
毅
科
学
院
副
院

長、
陳
慕
護
対
外
経
済
連
絡
部
長
ら
の
国
務
院
の
中
堅
実

務
派、
ウ
ラン
フ、

誼紫
陽
ら
旧
実
権
派、
そ
れ
に
劉
伯

承、
徐
向
前、
務
栄
裁
ら
の
軍
長
老
を
支
持
基
盤
と
し
て

お
り、
さ
ら
に
中
央
委
ロ
ク
ラ
ス
で
は、
躍
瑞
卿
（
元
総

参
謀
長）、
陳
亙
顕
（
元
上
海
市
党
香
第一
件
記）、
王
恩

淡
（古田
林
省
第
二世
記）、
胡
摺
邦
（
元
共
産
主
義
背
年

団
第一
許
記）
ら
多
数
の
旧
実
施
派
の
有
力
幹
部
が
広
範

に
郵
小
平
氏
を
支
持
し
て
い
る
も
の
と
い
え
よ
う。

当
面、
葉
剣
英、
李
先
念
ら
の
実
務
派
長
老
の
意
向
や

陳
錫
聯、
許
世
友、
李
徳
生
ら
実
力
派
軍
人
の
出
方
か
ら

し
て、
両
者の
バ
ラソ
ス
は
保
た
れ
よ
う
が、
そ
も
そ
も

「
最
後
ま
で
悔
い
改
め
な
い
走
資
派」
と
し
て
復
活
し、

そ
の
本
質
は
明
ら
か
に
反
文
革、
非
毛
沢
東
化
路
線
で
あ

る
部
小
平
が
い
ま
や
大
き
な
指
導
力
を
発
揮
し
つ
つ
あ
る

と
と
か
ら
し
で
も、
そ
と
に
は
と
う
し
たパ
ラ
シ
ス
を
崩

被
さ
せ
る
力
学
が
作
用
す
る
可
能
性
も
き
わ
め
て
大
き
い

と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い。

そ
う
で
あ
る
が
ゆ
え
に、
難
問
鋒
主
席
は
「
四
人
組」

の
H
陰
謀H
と
毛
主
席
の
「
四
人
組」
に
対
す
る
瞥
告
を

日
月
を
追っ
て
詳
し
く
語
り
な
が
ら、
郡
小
平
再
失
脚
を

も
た
ら
し
た
き
わ
め
て
重
大
な
政
治
的・
社
会
的
事
件
で

あ
る
天
安
門
弔
件
と
そ
の
背
対
に
はつ
い
に一
言
も
触
れ

ず
に、
状
況
を
糊
塗
せ
ざ
る
を
得
な
かっ
た
の
で
あ
る。

天
安
門
事
件
の
評
価
と
そ、
毛
沢
東
路
線へ
の
根
本
的
な

再
検
討
を
迫
る
課
題
で
あ
る
だ
け
に、
そ
と
を
素
通
り
し

た
の
で
あっ
た。
や
が
て
「
四つ
の
現
代
化」
政
策
の
推

進
過
程
で
と
の
よ
う
な
素
通
り
が
許
さ
れ
な
く
なっ
た
と

き、
そ
と
に
は
再
び
政
治
の
流
動
が
生
ず
る
で
あ
ろ
う。

部
小
平
氏
の
対
外
政
策

す
で
に
し
ば
し
ば
述べ
て
き
た
よ
う
に、
中
国
内政
の

基
調
は
い
ま
や
根
本
的
に
変
化
し
た。
と
の
よ
う
な
内
政

上
の
変
化
が
外
交
政
策
に
H
翻
訳d
さ
れ
て
現
実
化
す
る

ま
で
に
は、
な
お
若
干
の
時
間
を
要
す
る
で
あ
ろ
う。
議

国
鋒
政
治
報
告
が
依
然
と
し
て
「
毛
主
席
の
革
命
的
外
交

路
線」
を
掲
げ、
中
ソ
関
係
に
つ
い
て
は
「
と
く
に
ソ
連

社
会
帝
国
主
義
が
よ
り
大
き
な
危
険
性
を
もっ
て
い
る」

と
し
「ソ
連
の
覇
権
主
義
に
対
す
る
闘
い
を
続
行
す
る」

と
述べ、
米
中
関
係
に
つ
い
て
も
「
ア
メ
p
カ
は
い
わ
ゆ

る
蒋
介
石一
派
と
の
外
交関
係
を
断
ち
切
り、
台
湾
お
よ

び
台
湾
梅
峡
か
ら
の
米
軍
撤
退
と
軍
事
施
設
の
撤
去
を
実

現
し、
い
わ
ゆ
る
鵜
介
石一
派
と
の
グ
相
互
防
衛
条
約H

を
廃
棄し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い」
と
き
わ
め
て
原
則
的
な

主
張
を
繰
り
返
し
て
い
る
の
は、
そ
の
表
れ
で
あ
ろ
う。

し
か
し、
内
政
が
必
ず
や
外
交
に
反
映
す
る
の
が、
と

れ
ま
で
の
H
法
則d
で
あっ
た。
と
の
場
合、
内
政
の
諸

／
 

条
件
に
影
響
さ
れ
て
立
案
さ
れ
る
対
外
政
策
が、
政
策
決

走
者
の
個
性
に
よっ
て
大
き
く
左
右
さ
れ
る
と
い
う
内
政

と
外
交
の
py
ケ
ー
ジ
（
連
け
い）
を
十
分
に
本
握
し
き

れ
る
人
物と
そ、
部
小
平
氏
そ
の
人
で
あ
ると
と
を
忘
れ

て
は
な
ら
な
い。

19＇力.9.&

政

策

的
・

選

択

的
な

国

益

外

交

部
小
平
氏
は、
先
の
七
月
下
旬
の
三
中
全
会
で
再
復
活

後、
早
く
も
八
月
上
初
に
は
北
朝
鮮
の
大
使
と
会
見
し
て

外
交
舞
台
に
再
登
場
し
た
が、
八
月
下
旬
のバ
γ
ス
米
国

務
長
官
訪
巾
に
際
し
で
は、
部
小
平
が
ホ
ス
ト
役
を
務
め

て
今
回
の
米
中会
談
を
尖
質
的
に
取
り
仕
切っ
た
の
で
あ

っ
た。
と
の
場
合、
今
回
のパ
ソ
ス
訪
中
は
米
中
正
常
化

へ
向
け
て
の
背踏
み
で
あ
り、
当
初
か
ら
折
衝
的
色
彩
の

濃
い
も
の
で
あっ
て、
米
中
岡
交
樹
立
問
題
が
本
格
化
す

る
の
は、
少
な
く
と
も
来
るべ
き
ア
メ
pカ
中
間
選
挙
後

の
ζ
と
だ
と
私
は
展
望
し
て
い
る
が
二
方、
中
国
側
で
も

米
中
関
係
の
進
展
と
台
湾
問
題
の
長
期
的
な
処
置
を
望
む

見
解
を
もっ
耽
鵬
党
中央
対
外
連
絡
部
長
が
新
任
の
政
治

局
員
に
口升
絡
し
て
い
る
と
と
に
注
目
すべ
き
で
あ
ろ
う。

米
中
関
係
の
進
展
い
か
ん
で
は、
い
う
ま
で
も
な
く
巾

ソ
関
係
に
反
映し、
ま
た
そ
の
逆
が
あ
る
の
だ
が、
い
ず

れ
に
せ
よ
中国
の
外
交
政
策
は、
と
き
に
は
国
益
を
無
視

す
る
毛
沢
東
型
の
峨
略・
峨
術
論
的
外
交
か
ら、
よ
り
政

策
的・
選
択
的
な
国
益
虫
視
の
外
交へ
と
大
き
く
方
向
を

転
ず
る
ζ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う。
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華国鋒体制を支える人脈

今

回
の

党

人

事
の

最

大
の

特

徴
は
、

華

国

鋒

主

席
と

葉

剣

英
、

郡

小

平
、

李先
念
、

迂

東

興

各

副

主

席
の

五

人
の

集

団

指

導

体

制
が

と

ら

れ

た

こ

と

で

あ

り
、

ま

た

文

化

大

革

命
を

跳

躍

台
と

し

た

P

突

撃

幹

部
d

が

ご

く

少

数
を

除
い

て

姿
を

消
し
、

長

征
以

来

の

経

験

豊
か

な

古

参

幹

部
が

主

流
と

な
っ

た
こ

と

で

あ

る
。

さ

ら
に

古

参

幹

部
の

多

く

が

軍

長

老
で

あ

り
、

軍
の

比

重
が

高
ま
っ

た
こ

と

も

見

逃
せ

な

い
。

． 1・

中盟通信

正

副

主

席
で

常

務

委

を

構

成

i王東興の各副主席

二
年
間
に
わ
たっ
て
新
生
中
固
に
混
乱
と
停
滞
を
も

た
ら
し
た
「
第一
次」
文
化
大
革
命
に
終
止
符
を
打ち、

毛
沢
東
以
後
の
指
導
権
を
め
ぐっ
て
激
烈
な
闘
い
を
演
じ

た
「
四
人
組」
を
排
除
し
て、
建
設
と
生
活
向
上へ
の
臨

進
を
期
し
て、
中国
共
産
党
第一
一
回
全
国
代
表
大
会

（
十一
全
大
会）
が
開
か
れ
た。
大
会
は
八
月
十一
日
の

予
備
会
議
に
つ
い
で、
十
二
日
か
ら
十
八
日
ま
で
本
会
議

会
聞
き、
十
九
目
新
し
い
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
中
央
委
員
会

全
体
会
議
（一
一
期一
中
全
会）
で、
議
開
鈴
主
席
を
中

心
と
す
る
中
央
政
治
局
の
構
成
が
決
まっ
た。

小

え

出
良

大
会
は、
三
五
O
O
万
人
に
上
る
全
党
員
を
代
表
し
て

一
五一
O
人
の
代
表
が
出
席、
護
主
席
が
議
長
と
し
て
大

会
を
運
営
し、
自
ら
政
治
報
告
を
行い、
業
剣
英
副
主
席

が
党
規
約
改
正
で
報
告
を
行
い、
と
れ
ら
の
報
告
や
新
党

規
約
を
採
択
し
た
ほ
か、
一
一
期
の
小央
委
員
二
O一
人

（
八
月
十
七
日
林
李
明
死
亡、
現
在
二
O
O
人）、
同
候
補

委
員
二一
三
人
を
選
出、
部
小
平
副
主
席
が
閉
会
の
辞
を

述べ
て
終
了
し
た。
続
く一
中
全
会
で
は、
中
央
委
主
席

に
義国
鋒、
同
副
主
席
に
葉
剣
英、
郵小
平、
李
先
念、

在
東
興
の
四
人
を
選
び、
議
主
席
以
下二
三
人
の
政
治
局

員
と
三
人
の
同
候
補
を
決
め、
政
治
局
常
務
委
員
会
は
主

席
と
四
人
の
副
主
席
の
五
人
で
構
成
す
ると
と
が
決
め
ら

れ
た
（
別
表
参
照〉。

注

目

さ

れ

る

迂

東

興

氏
の

抜

擢

中
央
委
員
会
全
体
会
議
の
閉
会
期
間
中、
中
央
委
員
会

の
職
隔
を
行
使
す
る
政
治
局
常
務
委
員
会
は、
党・
政・

軍
の
日
常工
作
を
統一
し
て
処
理
し、
決
定
す
る
円取
同
機

関
で
あ
る
が、
そ
の
人
数
は
主
席・
副
主
席
の
五
人
の
少
1977. 9. 6 
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!I長席に並ぶ中国首脳陣。写真左から禁固鋒主席、菜室1）英、 郵小平、 李先念、

数
に
し
ぼ
ら
れ
た。
す
な
わ

ち、
九
期、
一
O
期
で
設
け

ら
れ
た
問
主
席
以
外
の
常
務

委
員
専
任
者
を
な
く
し
た
ζ

と
は、
八
全（一
九五
六
年）

体
制
に
近
い
と
言
え
る。
入

金
大
会
で
は、
毛
沢
東
主
席

の
ほ
か、
劉
少
脊、
周
思

来、
朱
徳、
陳
雲
の
四
副
主

席
と
郵
小
平
総
書
記
を
加
え

た
六
人
で
構
成
さ
れ
た。
と

れ
は
毛
沢
東
の
独
断
専
行
を

抑
え、
合
議
制つ
ま
り
柴
田

指
導
制
を
実
行
す
る
た
め
少

数
に
し
ぼ
ら
れ
た
も
の
と
解

さ
れ
た。
す
な
わ
ち、
入
金

大
会
の
党
規
約
に
「
名
誉
主

席」
の
規
定
が
設
け
ら
れ
た

の
も、
毛
沢
東
の
引
退
に
花

道
を
つ
く
り、
引
退
後
は
少

人
数
で
の
「
集
団
指
導
制」

に
よ
り
党
を
運
営
す
る
方
針

で
あっ
た
と
い
え
る。

今
大
会
採
択
の
新
党
規
約
に
新
し
く
「
各
級
党
委
員
会

は
柴
田
指
導
と
個
人
賞
任
制
と
を
結
び
つ
け」
「
仰木
団
の

政
治
的
経
験
と
英
知
K
依
拠
し、
すべ
て
の
重
要
問
題
は

仰木
団
で
決
定
し：：：」

（第一
一
条）
が
挿
入
さ
れ
た
の

中国共産党新政治局の構成
(1977.q:. 8月19目、11期1中全会選出）

中央委主府警国鋒（56)
葉剣英（79) 2郡小

2李先念（72) ；王家

ー政治局常務委員会（5人）
（軍 務）

2�lj イ白 7f\ (85) 
Z世爺栄猿（78）新
2徐向前（75）務

2、3j生国清（71)
2.3許世友（71)

2陳錫聯（64)
2李徳生（61)
2蘇振撃（68)
2張廷発（60代）務

中失政 治 局（26人）
（委只23人、イ民布II委只3 人）

= .6. （委 只 200人1
中 央 委 員玄 l候補委 貝 132人） 332人

〈党員総数 3,500万人〉

務）

1余秋 里（69）新
方 毅（68）続

3童手 j中（60代）祈

（政務）

紀登套（47)
呉 徳（68)
歌 島（74）締
ウランフ（73）新
陳永食（62)
f児志福（46)

（党

0 �.東慕警（60代）統
0サイフジン（65)
0定自柴陽（58）析

19η.9. 6 

5主＝氏名の前の数字は出身野i被l!I（望密はz匹
局｛民術委只、新は新任

も、
議
政
権
が
集
問
指
導
体
制
を
ポ
ス
ト
毛
沢
京
体
制
の

指
導
理
念
と
し、
個
人
独
裁
と
個
人
的
欲
望
に
よ
る
権
力

闘
争
を
未
然
に
防
止
し
よ
う
と
の
意
図
か
ら
と
み
ら
れ

る。
ま
た
と
の
よ
う
な
方
針
は、
経
済
建
設
な
ど
の
方
針
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が
「一
O
大
関
係
論」
（一
九
五
六
年四
月）
ま
で
引
き

戻
さ
れ
た
よ
う
に、
い
わ
ば
「
八
全
体
制」
へ
の
復
帰、

そ
れ
か
ら
の
再
出
発
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い。

撃
主
席
を
除
く
四
人
の
う
ち
で
最
も
注
目
さ
れ
る
の
は

注
東
興
氏
の
抜
擢
で
あ
る。
庄
氏
は
か
つ
て
中
央
警
衛
団

団
長
と
し
て
解
放
前
か
ら
毛
沢
東
主
席
の
護
衛
を
務
め、

公
安
部
副
部
長、
政
治
局
員
候
補
か
ら
十
全
大
会
で
は
政

治
局
員
に
昇
格
し、
党
中
央
弁
公
庁
主
任、
党
中
央
軍
事

委
保
衛
局
長
を
兼
任、
党
中
央
警
護
の
八
三
四一
部
隊
の

指
揮
権
を
も
握
り、
林
彪
事
件、
「
四
人
組」
逮
捕
で
功

績
を
あ
げ、
撃
主
席
と
の
つ
な
が
り
も
深
く、
公
安
（
特

務）
畑
の
ペ
テ
ラ
シ
で
あ
る。
本
年
春、
大
慶
会
議
後
の

華
主
席
の
東
北
視
察
に
準
頭
臨
行
員
と
し
て
活
顕
し
て
以

来、
荏
兵の
昇
格
は
予
想
さ
れ
た
ζ
と
で
は
あ
る
が、
特

務
の
ポ
ス
と
い
う
暗
い
イ
メ
ー
ジ
は、
議
政
権
全
体
に
微

妙
な
印
象
を
投
げ
か
け
な
い
と
は
い
え
な
い。
h
ず
れ
に

せ
よ
在
来
興
氏
も
か
つ
て
の
康
生
氏
の
よ
う
に
党
務
に
専

念
し
て
日
の
当
た
る
場
所
で
撃
政
権
を
支
え
る
（
華
勢
力

の
扶
糖、
拡
大
の
た
め
の）
重
要
念
役
割
を
果
た
すと
と

． ” 

に
念
ろ
う。

古

参

幹

部
が

復

活

候
補
委
員
を
含
め
て
二
六
人
の
中
央
政
治
局
は、
八
期

の
二
五
人
に
近
い
「
定
数」
を
踏
襲
し
た
も
の
と
言
え
る

が、
総
じ
て
第
二
世
代
の
少
な
い
平
均
年
齢
六
五
藤
前
後

と
い
う
老
齢
で
あ
る。
ζ
の
と
と
は、
五
年
後
の
第一一一

回
党
大
会
ま
で
に
相
当
な
変
動
が
予
想
さ
れ、
「
四
つ
の

現
代
化」
を
目
指
す
長
期
的
な
布
陣
で
は
な
く、
文
革
受

益
者
と
被
害
者
の
妥
協
に
よ
る「
過
渡
期
の
体
制」
と
い
え

よ
う
（
文
革
受
益
者
1
護
国
鋒、
呉
徳、
紀
登
歪、
陳
永

貴、
本一e
徳
生、
侃
志
福、
圧
東
興。
文
革
被
害
者
1
郵
小

平、
徐
向
前、
務
栄
謀、
余
秋
里、
ウ
ラン
フス
彰
沖、

張
廷
発）。

政
治
局
メ
ン
バ
ー
ニ
六
人
中、
留
任
は一
六
人、
新
任

は一
挙
に一
O
人
が
登
用
さ
れ
た。
新
任
者
の
多
く
は
文

革
で
批
判
さ
れ
た
か、
あ
る
い
は
失
脚
し、
そ
の
後
復
活

し
た
実
務
経
験
豊
か
な
古
参
幹
部
が
多
く、
い
ず
れ
も、

経
済（
余
秋
皇、
陳
慕
筆）、
国
防
（
溝
栄
壊、
徐
向
前、

間閤嗣盟一
（
八
月
十
九
日、
一
中
全
会
で
選
出）…

マ
中
央
委
員
会
主
席
目
華
国
鈴
（
留）

一

マ
中
央
委
員
会
副
主
席（
四
人）
H
葉
剣
英（
町田）
、

郵
一

小乎（
留） 、
李
先
念（
新）、
在来興（
新）一

マ
中
央政

治
局
委
員
（一一一一一
人）

…

華
国
鋒
（
留、
中
央
軍
事
委
主
席・
国
務
院
総
理）
一

章
国
消
（
留、
全
国
人
民
代
表
大
会
常
務
委
副
委
員
…

長・
広
東
省
党
委
第一
書
記・
革
命
委
主
荏・
広一

州
部
隊
第－
政
治
委
員）

一

ウ
ラ
ン
フ
（
烏
蘭
夫）
（
新、

全
人
大
常
務
委
副
委
員
一

長、
中
共
中
央
統一
戦
線
工
作
部
長、
八
期
政
治一

局
委
員
候
補）

方
毅
（
新、
中
国
科
学
院
副
院
長）一

部
小
平
（
留、
中
央
軍
事
委
副
主
席・
副
総
理・
解一

放
軍
総
参
謀
長）

葉
剣
英
（
留、
中
央
軍
事
委
副
主
席・
国
防
相・
政一

協
全
国
委
副
主
席）

一

劉
伯
承
（
留、
中
央
軍
事
委
副
主
席、一

委
副
委
員
長）

一

許
世
友（
留、
広
州
部
隊
司
令
員）

一

紀
登
韮（
留、
副
総
理）

一

蘇
援
護
（
昇、
海
軍
第一
政
治
委
員）一

李
先
念
（
留、
副
総
理）

一

李
徳
生（
留、
藩
陽
部
隊
司
令
員）

一
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張
廷
発）、
科
学
技
術
（
方
毅）、
外
交
（
秋
鴎）
な
ど
の

ベ
テ
ラン
幹
部
で、
当
面
の
経
済
建
設
に
取
り組
む
体
制

へ
の
補
強
と
い
え
る。

地
方
幹
部
（
北
岡
市、
越
柴
陽、
昨肺
援
護、
侃
志
栢、

彰
沖、
李
徳
生）
や
少
数
民
族
（
ウ－フ
γ
フ、
サ
イフ
ジ

y、
掌
国
情）丸ど
のパ一フ
ン
ス
も
考
慮
さ
れ
て
い
る

が、
特
異
な
の
は
老
軍
人
の
選
出
で、
軍
長
老
の
「
メ
ン

ツ
人
事」
の
感
を
な
し
と
し
な
い
点
で
あ
る。
「一
O
元

帥」
の
う
ち
生
き
残
り
の
五
人
（
彰
徳
懐
が
生
存
し
て
い

る
と
し
て）
の
う
ち
四
人
ま
で
が
政
治
局
入
り
し
た。
う

ち
葉
剣
英、
劉
伯
承、
話
栄
擦
の
三
人
は
病
気
が
ち
で
あ

り、
わ
ず
か
徐
向
前
が
活
路
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い。
ま

た、
一
一
人
に
及
ぶ
軍
関
係
者の
ほ
と
ん
ど
が
紅
第
四
方

面
軍
l
第一
二
九
師
｜
第二
野
戦
寧
系
統
（
劉
伯
承、
徐

向
前、
郵
小
平）
で
占
め
主
流
と
なっ
た。
と
の
系
統
の

人
た
ち
が
長
征
以
来
毛
沢
東
か
ら
冷
飯
を
食
わ
せ
ら
れ
て

い
たと
と
を
思
う
な
ら
ば、
将
来
の
非
毛
沢
東
化へ
の
度

合
い
を
み
る
う
え
で
注
目
さ
れ
る。

政
治
局
員
の
担
当
職
務
を
定
め
ると
と
は
難
し
い。
仮

に
別
表
の
よ
う

に
党、
政、
軍

と
分
け
て
み
れ

ば、
副
主
席
四

人
の
う
ち、
党

務
に
あ
た
る
の

は
注
東
興
氏
と

み
ら
れ、
若
い

李

徳

生

紀
登
套
氏
と
と
も
に、
五
年
後
の
護
体
制
強
化
の
た
め、

そ
の
勢
力
扶
植
に
専
念
す
る
も
の
と
み
ら
れ
る。
政
務
は

郵
小
平
氏
が
責
任
を
も
ち、
李
先
念
氏
が
実
質
的
に
処
理

す
る
も
の
と
み
ら
れ
る。
そ
れ
に
し
て
も
国
務院
副
総
理

ク
ラ
ス
の
政
治
局
員
選
出
が
少
な
く、
「
四つ
の
現
代
化」

推
進
を
重
大
使
命
と
す
る
に
し
て
は、
谷
牧、
王
足、
諦

霞
林、
陳
雲
氏
ら
が
い
な
い
の
は
国
務院
軽
視
と
み
ら
れ

な
く
も
な
く、
ま
た
党
の
対
外
関
係
で
秋
路
氏
が
入っ
て

い
る
と
は
い
え、
外
交ベ
テ
ラ
γ
の
少
な
い
ζ
と
も
注
目

さ
れ
る。
李
先
念
氏
は
次
期
総
理
の
候
補
者
と
も
い
わ
れ

て
お
り、
余
秋
里
氏
を
片
腕
と
し
て、
行
政
部
門
を
テ
ク

ノ
ク
ラ
ー
ト
で
固
め
て
い
く
も
の
と
み
ら
れ
る。

軍
務
は
葉
剣
英
氏
が
も
は
や
後
見
役
的
存
在
で
あ
り、

次
の
全
国
人
民
代
表
大
会
（
十
月
と
も
い
わ
れ
る）
で
は

常
務
委
員
長
の
ポ
ス
ト
を
予
想
さ
れ
て
い
る
の
で、
信
型

の
あ
る
部
小
平
氏
が
担
当
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か。
名

誉
鞍
は
い
や
だ
と
い
う
郵
小
平
氏
が
本
格
的
に
活
罰
す
れ

ば、
そ
の
片
腕
と
し
て
陳
錫
聯
と
郵
復
活
に
つ
い
て
大口

論
し
た
と
い
わ
れ
る
許
位
友
氏、
「
百
色
起
義」
（一
九
三

O
年、
江
西
省
の
百
色
で
の
蝉
起）
で
男
に
なっ
た
な
園

清
氏
な
ど
の
国
防
関
係
新ポ
ス
ト
が
考
え
ら
れ
る。

軍
の

比

重

高
ま

る

十一
全
大
会
の
新
聞
公
報
を
は
じ
め、
義国
鈍
主
席、

葉
剣
炎、
部
小
平
両
副
主
席
ら
の
演
説
K
共
通
し
て
い
わ

れ
たと
と
は、
十一
全
大
会
は
「
団
結、
勝
利
の
大会」
で

あっ
北
と
切
う
と
と
で
あ
る。
建
居
後
句
八
全、
九
金、

呉
徳
（
留、
全
人
大
常
務
委
副
委
員
長、
北
京
市

党
委
第一
書
記・
革
命
委
主
任）

余
秋
星
（
新、
剛
総
理
米
国
家
計
画
委
主
任）

在
来
興
（
留、
中
共
中
央
弁
公
庁
主
任）

張
廷
発
（
新、
空
軍
司
令
員）

陳
永
貴
（
留、
副
総
理）

際
錫
聯（
留、
副
総
理・
北
京
部
隊
司
令
員）

耽
鴎
（
新、
中
共
中
央
対
外
述
絡
部
長）

務
栄
蕗
（
新、
中
共
中
央
軍
事
委
副
主
席・
全
人
大

常
務
委
副
委
員
長）

侃
志
福
（
鼻、
北
京
市
党
委
第
二
書
記・
革
命
委
副

主
任）

徐
向
前
（
新、
中
共
中
央
軍
事
委
副
主
席・
全
人
大

常
務
委
副
委
員
長）

路
沖
（
新、
上
海
市
党
委
第
三
書
記・
革
命
委
第

ニ
副
主
任）

マ
中
央
政
治
局
委
員
候
補
（
三
人）

陳恭
撃
（
女）（
新、
対
外
経
済
連
絡
相）

護諮問
（
新、一回
川
省
党
委
第一
書
記
・
革
命
委
主

任）

”

サ
イ
フ
ジ
ン
（
安
福
鼎）（
留、
全
人
大
常
務
委
副
委
一

員
長・
新
彊
ウ
イ
グル
自
治
区
党
委
第一
書
記・
一

事
命
委
主
任・
新
唖
部
隊
第一
政
治
委
員）一

マ
中
央
政
治
局
常
務
委
員
会
委
員
（
五
人）

…

護
国
鈴（
留）、
葉
剣
英（
留）、
部
小
平（
留）、
李
先一

念（
新）、
在
来
興（
新）

一
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8月ゆ自に開かれた一中全会中図通伺

十
全
の
各
党
大
会
の
い
ず
れ
で
も、
わ
れ
わ
れ
は
必
ず
と

の
言
葉
を
耳に
し
た
も
の
で
あ
る。
し
か
し、
と
の
言
葉

が
決
し
て
永
続
き
し
な
かっ
た
と
と
も
事
実
で
あ
る。

今
次
大
会
が
第一
次
文
私
の
終
結
を
宣
言
し
「
継
続
草

．‘ ．． 

命」
の
戸
が
空
厳
な
も
の
に
聞
と
え、
今
世
紀
内
に
盛
業、

工
業、
同
防、
科
学
技
術
の
「
四
つ
の
現
代
化」
を
実
現

し、
生
活
水
準
の
向
上
を
目
指
す
と
と
を
重
点
と
す
る
以

上、
人
民
大
衆
は
指
導
層
の
団
結
と
安
定
乙
そ
望
み、
も

は
や
二
度
と
混
乱、
舷
波、
作
術、
密
告
と
いっ
た
暗
い

政
治
を
望
ん
で
は
い
な
い。
文
革
が
幹
部
に
対
す
る
信
頼

と
期
待
が
縛
め
ら
れ
た
と
は
い
え
「
誠
実」
（
部、
閉
会

の
辞）
に
事
を
処
理
す
れ
ば、
そ
の
回
復
も
夢
で
は
な
か

ろ
う。今

問
の
人
引
の
松
大
の
特
徴
は、
文
革
を
跳
蹴
台
に
し

た
「
突
撃
幹
部」
が
ど
く
少
数
を
除
い
て
姿
を
消
し、
長

征
以
来
の
経
験
些
か
な
古
参
幹
部
が
主
流
と
なっ
た
ζ
と

で
あ
る。
政
治
局
入
り
し
た一
O
人
の
新
人
の
中に
文
革

派
と
い
え
る
人
は一
人
も
い
な
い。
さ
ら
に
古
参
幹
部
の

多
く
が
軍
長
老
で
あ
り、
軍
の
比
重
が
高
まっ
た
こ
と
も

見
逃
せ
・な
い。
彼
ら
の
多
く
は
軍近
代
化
論
者で
あ
り、

近
代
的
問
防工
業
の
発
展
に
今
後
大
き
な
発
言
力
を
持
っ

と
と
は
当
然
で
あ
ろ
う。
加
え
て
彼
ら
の
多
く
は
奇
跡
の

復
活
を
し
た
部
小
平
氏
を
強
力
に
支
持
し
た。
ζ
れ
ら
長

老
の
選
出
は
政
治
局
の
平
均
年
齢
を
飛
闘
的
に
高め、
そ

れ
ゆ
え
に
数
年
足
ら
ず
し
て
入
れ
替
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
暫
定
的
な
「
過
渡
期
の
体
制」
と
なっ
た
の
で
あ
る。

一
方、
郵
小
平
氏
の
復
活
は、
毛
沢
東
思
想
の
継
承
を

伊
都
の
御
旗H
と
す
る
輩
国
飾
主
席
と
の
問
に
対
立
を
生

ぜ
し
め
る
と
の
見
方
が
出
て
い
る。
だ
が、
そ
の
対
立
点

が、
文
革
の
否
定、
非
毛
沢
東
化
に
あ
る
と
す
れ
ば、
す

で
に
両
者
の
歩
み
寄
り
が
み
ら
れ
る。
す
も仏
わ
ち
護
国
鋒

主
席
は
「一
O
大
関
係
論」
「
毛
沢
東
選
集
第
五
巻」
に

よ
り、
大
路
進
以
前
の
毛
路
線
を
強
調
ζ
そ
す
れ、
大
蹴

進
以
降
の
毛
思
想
か
ら
は
で
き
る
だ
け
緩
脱
す
る
ζ
と
を

策
し、
文
革
の一
面
に
つ
い
て
も
そ
の
評
価
の
手
直
し
が

「
四
人
組」
に
かζ
つ
け
て
な
さ
れつ
つ
あ
る。
し
た
が

っ
て、
当
面
準
体
制
が
大
乱
に
至
る
と
と
は
な
い
で
あ
ろ

た円J。
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し
か
し、
や
や
中
期
的
に
み
れ
ば、
す
な
わ
ち
十二
全

大
会
（一
九
八
二
年）
ま
で
に
は
諜
剣
英
副
主
席
を
は
じ

め
と
す
る
長
老
の
ほ
と
ん
ど
が
死
亡
ま
た
は
引
退
す
る
可

能
性
が
あ
り、
「
団
結
勝
利
の
大
会」
で
成
立
し
た
華
体

制
に
穴
が
あ
き、
新
し
い
闘
争
が
起
と
る
と
と
は
否
め
な

い
で
あ
ろ
う。
そ
れ
は
「
老・
中・
吋
の
三
結
合」
の
原

則
で、
あ
ま
り
に
も
老
重
視
の
当
然
の
結
果
で
あ
る。

強
固
鈴
主
席
は、
自
分
の
勢
力
が
な
い
た
め、
隠
忍
自

重
し
て、
長
老
を
入
れ
て
そ
の
体
制
を
固
め
た
が、
円〈
に

毛
沢
東
主
席
の
中間
共
産
党
か
ら
名
実
と
も
κ
輩
国
鋒
主

席
の
中
国
共
産
党
に
脱
皮
す
る
に
は、
自
己
の
人
脈、
勢

力
を
育
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。
し
か
し、
議
問
飾
主

席
の
人
脈
拡
大
を
急
げ
ば、
軍、
政
か
ら
の
反
発
を
招
く

で
あ
ろ
う
し、
一
方、
郵
小
平
副
主
席
が
自
分の
勢
力
を

過
信
し
て
器
国
鈴
主
席
を
排
除
し
よ
う
と
す
れ
ば、
党、

軍
の一
部
か
ら
反
発
さ
れ
る
で
あ
ろ
う。

い
ず
れ
に
し
て
も、
長
期
的
に
は
「
老
幹
部
支
配
の
体

制
は、
青
年
屈
の
深
刻
な
不
満
を
引
き
起
ζ
さ
ず
に
は
い

な
い
で
あ
ろ
う」
（
八
月二
十
二
日
付
ル・
モ
ン
ド
紙）。

（といで・よしお日中国問題研究家）
1971. 9. 6 
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マ
中
央
委
員
（
二
O一
人）

楊
得

志
、
楊
静
仁

、蘇
静

、蘇
援
護

、

華
国
鋒

、（以
下
の
配
列
は
姓
の
中

国

蘇
毅

然
、
李
達

、
李
強

、
李
子
元

、
李

簡
略
文
字
筆
画
順
に
よ
る）
丁
可
則

、

井
泉

、
李
水
情

、
李

位
俊

、
李
先
念

、

丁
国
鑑

、
子
桑

、
子

明
節

、
子
供
苑

、

李
任
之

、
李
志
民

、李
啓

明
、李
諜
筆

、

万
達

、
万
里

、
馬
力

、馬
輝、
馬
文
瑞、

李
瑞

山
、
李
徳

生、
商
議

、
繭

克
、
商

馬興
元

、
テ
ィ

エ
ン
パ
オ

（天
宝）
、
王

勤
光

、
呉
徳

、
呉
全
泊

、呉
桂
賢

（女）
、

平
、
王
静

、
王
猛

、
王
謙

、玉
露

、王一

余
秋
塁

、
谷
牧

、
シ
ャ

パ
（希

候
巴）

、

平
、
王
世
泰

、
王

必
成、王
光
字

、王
秀

正
錦

、
迂

東興
、
在

明
章

、
宋
平
、
宋

秀
（女）
、
王
茂

全
、玉
林
鶴

、王
国

務
、

時
輪

、
張
才
千

、
張
玉
議

、
張
平
化

、

マ
中
央
委
員
候
補

（一
三
二
人）

王
首
道

、
王

恩
茂

、
王
超
柱

、意
国

筒
、

張
立
態

、
張
廷
発

、張
勤

夫
、張
愛
棒

、

了
長

撃
（女）
、チ

リ
ン
ワ
ン
ダ
ン

（七

尤
太

忠
、
毛
致
用

、
烏
蘭

夫
、
方
毅

、

張
姪

秀
、
張
富
賀

、張
福
値

、張
鼎
丞

、

林
旺
丹）

、
ト

谷
香

、
馬

明
、
馬

金
花

部
小

平
、
郵
穎
超

（女）
、
孔

原
、
孔
石

陳
雲

、
陳
亙
顕

、
陳
永賀
、
陳
偉
達

、

（女）
、
馬

思
忠
、
王
六

生、
玉
扶
之

、

泉
、
孔
照
年

、パ
サ
ン

（巴
桑）

（女）
、

陳
奇
酒

、
陳
国

棟
、陳
錫
聯 、

陳福
漢、

王
君

紹
、
王
尚

栄
、
王

金
山

、
王

金

葉
飛

、
葉
剣

英
、
白
如
・派

、
白
棟
材

、

陳
慕
議

（女）
、
陳
瑛
如

、
林
乎
加

、
林

友、
王

金
玲

（女）
、

レ
ン
ズ
ン
ワ
ン

ジ

鴻
鉱

、イ
ス
マ
イ
ル・
ア
イ
マ
ッ
ト

（司

李
明
、
林
臨
曜

（女）
、
羅
官
長

、
羅
瑞

エ
（仁

増
旺
傑）

、
毛
信
賢

（女）
、
文
香

馬
義・
支
買
提）

、
刑
燕
子

（女）、
呂

玉

卿
、
周
純
麟

、
周
建
人

、パ
オ

ジ
レ
タ

蘭
（女）
、
郵
輩

、
属
日
耐

、
左
崇

義
、

蘭
（女）
、
自正
操

、寄
暁
光

、朱
光
盟

、

イ
（宝

日
制
岱）

（女）
、
宗
希
雲、

胡
立

直
忠
陽

、
申
茂
功、
再
桂

英（女）
、
漏

朱
穆
之

、
伍
修
権

、
任

栄
、
任
仲
英

、

教
、胡
耀
邦

、都
建

秀
（女）
、越
志
堅

、

占
武
、
漏
品
徳

、
ル

ジ・
ト

ル
デ

ィ

任
思
忠
、
劉
伸

、
劉
露

、
劉

子
厚

、
劉

越
蒼
壁

、越
辛
初

、誼
紫
陽

、段
君
毅

、

（肉
孜・
吐
繭
辿）

、
呂
和

、
自
存
姐

光
局

、
劉興
元

、
劉
伯

承
、
劉
建
勲

、

鏡興
礼

、
挑
依

林
、
賀
誠

、
秦
基
偉

、

（女）
、
呂
需
園

、
朱

紹
情

、
向
仲

撃
、

劉
饗
樵

、
劉
錫
昌

、
江
輩

、
江
礼
銀

、

取
融問

、
歌
起
昌

、
罷
思
智

、
罷

栄
頭

、

任
質
斌

、
劉
商
語

、
劉

志
堅

、
劉

明

江
擁

輝、
江
滑
泊

、池
必
卿
、安
平
生、

銭
之
光

、
銭
正

英
（女）

、
鉄
瑛

、
侃

志

輝、
劉
重
桂

、
劉
援
護

、
劉
維

明
、
劉

許
世
友
、
許
家
屯

、院
泊

生、紀
登
室

、

福
、
徐

向
前

、
郭
王
陣

、
郭
沫
若

、
唐

道
生、
劉
瑞

慶
、
江
饗
元

、
関
沢
海

、

杜
義
徳

、
楊
勇

、
揚

成武
、
楊
易
辰

、

克
、．
姫
鵬
飛

、
黄

筆
、賞
鋲

、黄
欧

東
、

許
彪
俊

、
孫
雪

梅
（女）
、
紀

英
林
、－
杜
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